
副作用と上手につきあいながら治療を続けていくことが大切です。

“FOLFOX6療法”“FOLFOX6療法＋分子標的薬”を
正しく理解して治療にのぞみましょう。

不安なことやわからないことは、どんなことでも
医師や看護師、薬剤師におたずねください。
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FOLFOX6
“FOLFOX6療法”を受けられる方へ

医療機関名

フルオロウラシル、レボホリナート、オキサリプラチンの3剤併用療法
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